
平城京出土の誇木

平城宮跡発掘調査部

奈良そごう建設に伴う左京三条二坊の発掘のうち，1 9 7 次調査（1 9 8 9 年１月～３月）では，長

陸王邸の北に接する二条大路上に東西捗S D5 1 0 0 を検州した。この溝は7 3 7 年（天平８）～7 3 9 年

（天平1 0 ）頃に掘ったごみ捨て用で，櫛の幅は約３ｍ，東西の長さは約1 3 0 ｍにおよぶ。さて，

土器や木簡など多並の遺物が堆職した溝を堀り進むうち，棒状品が東西6 0 c m× 南北5 0 c mの範朋

に幾亜にも折り重なって兄つかった。棒の長さは1 5 c I nから2 5 c mほど，太さは５～６１nmあまり。

やや大きめの割り箸に似ている。棒状I H I の下部には策の一部がみえる。旅の身の部分は粗い網

代糊み，縁は巻縁とする。網代は３～４mml 脇に整えた材を１単位が２ｃｌｌ１弱に編み，かなり隙間

がある。旅の大きさは，縁が約4 0 c m残存するのでこれよりやや大きい程度であろう。棒状品は

策の縁をおおうように散乱している。はじめは未使用の木簡かと考えたが，やや細い上に字や

らゆうぎ

鵬痕があるものはなく，結局霧木説が有ｿ j となった。おそらく縛木を策に盛った状態で溝に投

棄したのだろ死

か

縛木はﾊ j 便の際にI ﾉ ﾑ を拭う水のことで，糞くら，掻木，捨木とも呼ぶ。岐近では，福岡市の

太宰府鴻脆館遺跡や藤原京右京七条一坊の便所跡から兄つかっているが，1 9 7 次の調査当時は８

世紀に遡る明確な例は未詳であった。珍しい事例であるので，記録（図と写真）を作成の上，

策を中心とする部分をとりあげ，保存処理した。総水や旅はI 〕. Ｅ, Ｇの2 0 ％溶液を含浸したあと

凍結乾燥し、土の部分はイソシアネート系合成樹脂の５％溶液を含没させて硬化した。

( 金子裕之）
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縛木の出土状況（ｌ：１０） 保存処理がすんだ糠木
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